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通常の学級における特別支援教育

－インクルーシブ教育システムの実施に向けて－
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内容

1. 特別な支援を必要とする子どもたち

2. インクルーシブ教育システム構築

3. すべての子どもを対象とした対応

– 社会性の育成を中心に

4. UDから個別化へ：２層目の対応

– ADHD、ASDへの対応

5. 専門的な対応：3層目の対応

– 通級指導教室、高校通級

6. まとめ
Niigata Univ.-Nagasawa Labo.



インクルーシブ教育システム
構築のため、通常の学級と学校は

何をすればいいか

Niigata Univ.-Nagasawa Labo. 担任用チェックリスト



1．特別な支援を必要とする
子どもたち

発達障害、

二次的な問題・二次障害

Niigata Univ.-Nagasawa Labo.



特別な支援を必要とする子ども(例)

身体障害
知的障害

発達障害特性
(通常学級に6.5％)

二次障害

反応性アタッチメント障害
非行

精神疾患 二次的な問題
いじめ
不登校
問題行動

英才児
(ギフテッド)

外国籍
(言語、文化の違い)
支援 夜間中学

親の問題
貧困

養育の問題
居所不明

LGBT
(性的少数者)

特殊教育の対象は4.2％
（特別支援学校、学級、通級）

文部科学省（2017）
2016年度は3.88％

特殊教育の対象は4.5％
(推定値)

（特別支援学校、学級、通級）
文部科学省（2018）
2017年度は4.2％

小中：968万人

http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/shugaku/detail/1332148.htm


発達障害特性

「発達障害」を見つけるより、特性のある子を特定し支援する

学習の困難さ
対人関係の問題
行動上の問題

＜主な発達障害＞

LD：学習障害

ADHD:注意欠如多動障害
ASD：自閉スペクトラム障害

ID:知的（発達）障害 ２ECU

二次
障害

二次的
な問題

発達障害特性

学習指導要領



主な発達障害

• 学習障害(LD)
– 知的な遅れは見られないが、読み書き計算に困
難さを示す

• 注意欠如多動障害(ADHD)
– 不注意、多動、衝動性を示す、行動抑制の障害

• 自閉スペクトラム障害(ASD)
– 対人関係など社会性の困難さと、こだわりなどの
同一性保持を示す

• 知的障害(ID)
– 知的発達の全体的な遅れ、適応行動の遅れ



主な発達障害(続き)

• コミュニケーション障害(CD)
– 言語障害：ことばのゆがみなど

– 社会的コミュニケーション障害：対人関係の困難
さ(こだわりなし)

• 運動障害(MD)
– 発達性協調運動障害：極端な不器用さ

– チック障害：突発的な動き、音声

発達障害は病気ではなく特性ととらえる
必要なことは、教育や支援、そして一部治療



２E（Twice Exceptional)
• 高いIQ、しかし学力が高いとは限らない

• 自己管理の弱さ、劣等感

• 不適応、二次障害

• まずは自己理解から

Niigata Univ.-Nagasawa Labo.

隠れた学習障害（２E) → 学習支援の必要性

要領の悪さ。失敗経験、いじめ

不登校、引きこもり、生徒指導上の問題など

自分を知り、合理的配慮を受け入れる・主張する

悩み相談、通級指導教室の活用、検査の実施、特性の理解



発達障害特性の要因と二次的な問題・二次障害

Niigata Univ.-Nagasawa Labo.

虐待 生活習慣の乱れ

共依存

貧困

親のうつ
不安障害

パーソナリティー障害
ギャンブル依存

発達障害特性

二次的な問題

学力不振・不登
校・いじめ・問題
行動など

二次障害

虐待、非行、精神
疾患

学習困難・行動
上の問題・対人
関係の問題

学校対応

専門機関対応
関係機関との連携

主な要因



子どもの健全発達マイナス要因

• 不仲、貧困

• 父親の育児不参加、暴力の寛容性、一貫性
のない育児

• 支援者・相談者の不在

• 親のADHD特性

• 親の自己肯定感の低さ

• 禁止が多い、失敗への否定的なことばかけ

• ストレスや危険が多い生活環境



最近見られる気になる子ども

• 選択性緘黙(不安障害)
– 特定の場面でしか話さない

• 気分障害（うつ）、双極性障害

– 気分の極端な落ち込み。教師による早期の支援

– 「躁」にも気づきを

• 窃盗症（クレプトマニア)
– 指導ではなく「治療」が必要

• 身体醜形障害

– SNSの普及で拡大(？)。自己肯定感の問題
Niigata Univ.-Nagasawa Labo.複数の目で実態把握。専門機関の介入を

Spilt(2019)

http://kanmoku.org/
http://www.jisinsin.jp/detail/11-murayama.html


続き

• インターネットゲーム依存症
– ゲームクリアでしか幸福感を感じない

• CU特性
– 共感性に乏しく、悪いことをしても罪の意識を感じ
ない。非行ハイリスク。予測因子

• 起立性調節障害
– 朝起きられない。体だけではなく心の問題も

– 資料

• 適応障害
– ストレスに対応できなくなっている「風邪」状態

Niigata Univ.-Nagasawa Labo.学校ができること：自己肯定感、学力保障、相談相手

http://www.pref.okayama.jp/page/604493.html
https://www.mhlw.go.jp/kokoro/know/disease_adjustment.html


続き

• 不安障害

– 理由なく不安に。ASDと合併することも多い

– パニック障害(サブグループ)

– 感情表出抑制との関連（ Bayer,2018)
• HSP

– 感覚の過敏性。ASDと合併することも多い

– ASDの92％に感覚の特異性(Green,2016)

Niigata Univ.-Nagasawa Labo.

https://www.mhlw.go.jp/kokoro/speciality/detail_panic.html


ポイント

1. 自己理解・周囲の理解

– 特性の理解と受容

– 本人のつらさを理解する努力を

2. 合理的配慮

– 本人中心の個別計画作成と実行

– ICTの活用

3. 教育の場の提供

– 特別支援学級、通級指導・適応教室

– 指導が生かされる生活の場
Niigata Univ.-Nagasawa Labo.



Niigata Univ.-Nagasawa Labo.



反応性アタッチメント（愛着）障害

• 生後５歳未満までに親やその代理となる人と
愛着関係が持てず、人格形成の基盤におい
て適切な人間関係を作る能力の障害

• 二つの群

– 抑制型：人とかかわろうとしない。ASDに類似

– 脱抑制型：落ち着きがない、整理整頓が苦手、す
ぐけんかするなど。ADHDに類似

（ADHDとの区別がむずかしい）

RAD：裏表がある。人の顔色をうかがう。巧妙にウソをつく。
親がいるいないで態度が違う。



RADへの対応

• 疑わしきは児相に通報を

• 児相と連携して対応(参考：児童発達支援センター)

• 学校ができることを実施する

Niigata Univ.-Nagasawa Labo.

虐待は違法であり、止める義務がある

学校が中心ではない。教育には限界がある

自己肯定感を育てる。学校のルールの適用

ADHDへの対応とは違った対応が必要です
マイナスからのスタート。心のケア（信頼関係の構築。事例）

ABAが効かない（Vancraeyveldt,2015)

http://www.wam.go.jp/content/wamnet/pcpub/jidou/handbook/service/c078-p02-02-Jidou-07.html


Niigata Univ.-Nagasawa Labo.



可能なら・・・

対応について

Niigata Univ.-Nagasawa Labo.



原則

• 人との愛着関係を修復し、安定化を図る

• 問題行動には直接反応せず、愛着関係に焦
点化する

• 養育者へのカウンセリング

– かかわり方を伝える、ふり返る

Niigata Univ.-Nagasawa Labo. 岡田(2016)

良好な親子関係構築の援助。

目の前で起こるさまざまな問題にはかかわらない。



かかわりについて

• 安心感のよりどころとなる。ありのままの状態
を受け入れる

• 子どもの安全が脅かされるときに叱る

• 求められたら応える。できるだけ即時に

• 気分や仕草、トーンを合わせる

Niigata Univ.-Nagasawa Labo. 岡田(2016)

受け入れだけでは不十分。子ども中心に考え叱る

余計なことはいわない、しない。求められたら時間をおかない



かかわりについて(続き)

• ことばの奥にある感情に気づく

• 相手のことば(一部でも)を繰り返す

• 求められていないことには応えない

• 助言はせずに、無心に「聴く」

Niigata Univ.-Nagasawa Labo.

きついことばや自己否定を解釈、翻訳。気持ちを受けとめる

相手の求めとの「ズレ」を調整。

自分の信念や主張は、相手にとって必要ない



境界性パーソナリティー障害

• 見捨てられることへの極端な不安、思い

• 対人関係が両極端で不安定

• めまぐるしく気分が変わる

• 怒りや感情のブレーキがきかない

• 自殺企画や自傷行為を繰り返す

• 自己を損なう行為に耽溺する

• 心に絶えず空虚感を抱く

• 自分が何であるかわからない

25

岡田(2009)

カウンセリングが効かない｡深入りせず専門機関へ

http://bpd.nerim.info/


パーソナリティ障害を支える(一部)

• 同じスタンスで向かい続ける

• 本人の主体性を重視する

• 目的と枠組みを明確にする

• 穏やかで冷静な態度をとる

同じペース・距離を保ち、関心を注ぎ続ける

自己決定、自己責任が基本

方法にこだわるのではなく、目的を追求すること

過剰反応しない（「そういう言い方はしない方がいい」）

ルールをきめ、ルールに従って、チームでかかわってゆく



２．インクルーシブ教育システムの
構築

特別支援教育の新たな展開

http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/044/attach/1321668.htm


特別な場での教育

特別支援学校

インクルーシブ教育システムの概念図

Niigata Univ.-Nagasawa Labo.

通常学級での基本的対応

特別な対応

連携
・保護者
・関係機関
校内体制

個別計画

支援会議

特別支援学級
通級指導教室

交
流
・
通
級

地域(保健圏域など)

自己肯定感・自己決定

子どものニーズにあっ
たカリキュラム

(カリキュラムの修正)

どの場であろうと子どもを伸ばす

教
育
サ
ー
ビ
ス
の
連
続
性

合理的配慮・基準の変更
段階的な対応

障害特性にあった指導

学習のユニバーサ
ルデザイン(UDL)



ポイント
• 圏域内ですべての教育を保障する

– どんな障害でも圏域に包含(inclusion)する

• 障害のある子どもが通常学級から排除され
ない

• 通常から特別な場への教育サービスがつな
がっている(交流・共同学習)

• 教育措置変更が柔軟に行われる

• どの場で学んでも子どもの能力を最大限伸
ばす

– どこで学ぶかは問題ではないそこでどんな教育が保障されるか。社会に開かれた教育課程



ある学級

Niigata Univ.-Nagasawa Labo.

• 学力に遅れのある児童(生徒)：数名

• 発達障害の診断あり：1名
• 発達障害の特性が見られる：数名

• 外国籍児童(生徒)：1名
• 元気がない、集中できない(原因不明)：数名

• 塾や習い事が多い(学力高い)：1名
• 乱暴だが親は危機感がない：数名

• 同性の級友と合わない：1名

担任になったらどうしますか？ しなければいけないこと？



通常の学級で、特別な教育を

Niigata Univ. - Nagasawa Labo.

全員が対象
ユニバーサルな対応

共通する対応で
結果を出せなかった

児童生徒

小集団指導で結果を
出せなかった児童生徒

三層モデルと基準について、説明責任を果たすこと

基準

基準



三層モデルとは

Niigata Univ. - Nagasawa Labo.

学習のユニバーサルデザイン
ユニバーサルプログラム

(生徒指導)

小集団学習指導
生徒の悩みにそった生徒指導

特性に合わせた支援

専門家・保護者との連携
検査の実施

ABAによる対応

障害によって区別するのではない。「結果」で判断する
そのためには教育の質を高めること



段階1：共通する対応

1. 基礎学力を保障する教育

2. 自己肯定感を育て、当たり前ができる教育

3. 人間関係を築き、維持できる教育

学習のユニバーサルデザイン。教育の質の保証

ルールを守っている誰もが評価される。ウリが認められる

共同生活を送るための必要最小限の社会的技能

すべての子どもに当たり前を教える教育

「悪くない結果」に「やり過ぎない賞賛」



段階2：個人を尊重する教育

1. 少人数学習の保障

2. 自己理解と自己解決に基づく指導

3. かかわりの場の設定と指導

授業中。休憩時間。朝学習。時間の特設。少人数グループ

対話による気づきと自覚に基づく自分で解決

ロールプレイ。カウンセリング。通級指導教室

結果が出せなかったすべての子どもに向き合う教育

時間を確保し、子ども中心にじっくり付き合うこと



3．すべての子どもを対象とする
教育

学習のユニバーサルデザイン(UDL) 
ユニバーサルプログラム(UP)

みんなで取り組むソーシャルスキルトレーニング(SST)



学習の前提として

自己肯定感と自己決定

Niigata Univ.-Nagasawa Labo.



自己肯定感を高めるかかわり

Niigata Univ.-Nagasawa Labo.

注目する 共感する

認める ほめる

自己肯定感
↓

自分を好きになる

子どもに関心を
示し続ける

聴く、受けとめる、
理解する

当たり前・
悪くない状態

成功体験
できることから始める



自己決定を支援する

38

自己管理

自己解決

自己主張

自己理解
自分の特性や能力を知る

自分を客観視する
自分にあった進路をきめる

学校のこと、生活のことを
自分で管理する

支援ツールを使う、工夫する

他者のアドバイス(聴いてもらう)
を受けて、自分で問題を解決する

自分の気持ちや意思を、ことばで
(社会的に受け入れられる表現で)

相手に伝える
してほしいことを訴える

自己決定＝自分の職業や将来の生活を自分できめること

自
己
肯
定
感

自分できめることができる → 自己肯定感
「社会に開かれたカリキュラム」



(1)学習の
ユニバーサルデザイン

どの子も主体的に参加し、

わかりやすく学べる学習条件

Niigata Univ.-Nagasawa Labo.

学習



多様性への対応：UDL

• Universal Design for Learning(UDL)
– 障害のある子どもを含む、全ての子どもがわかり
やすく、参加できる学び(授業)

Niigata Univ.-Nagasawa Labo.

多様な学習者を対象に、学習環境のバリアを減らすこと
多様な教育方法(提示・意思表現・参加)の使用を認めること

教科中心のカリキュラムで教えること

そのための授業モデルの提案



• 学習活動の明確化

• 学習活動の自己評価

• 学習内容の明確化

• 学習内容の自己評価

ＵＤＬ ３原則
１．課題理解と提示の工夫
２．考えの表現と課題解決
３．学びの自己管理と次の学びへの意欲

チェックリスト

チェックリスト 机間巡視
ノート点検
小テスト

導
入

展
開

終
結

自己評価を取り入れた授業モデル授業のゴールを示す



がくしゅうのめあてカード

• わたしがすること

1. ノートにかく

2. けいさんする

• おぼえること

1. ３＋５のけいさん

2. ぶんしょうだい

Niigata Univ.-Nagasawa Labo.

せんせいのてんけん

テストの答え



自己評価カード

• 活動内容

1. 練習問題

2. 話し合い・発表

• 授業の目標

1. 3x - 1 = x + 5

2. 説明できる

Niigata Univ.-Nagasawa Labo.

教師の点検

テストの答え



手続き（まとめ）

1. 導入

2. 展開

3. 終結

4. オプショ
ン

• 本時の学習内容と学習活動を提示

• 自己評価表を配付

• ３原則を取り入れた授業

• ルールに従っていること、内容理解等
を適宜評価

• 自己評価(児童生徒)
• 教師による評価、記録

• 小テスト、補助資料、補助課題

Niigata Univ.-Nagasawa Labo.

必要に応じて追加する

机間巡視
ノート点検
小テスト



授業モデルを使った実践

• 中学校社会科

– 学力向上の取り組み

• 中学校数学科

– 授業中の問題行動の改善

– 能力別コース

• 小学校

– 全学年による学力向上の取り組み

– 授業モデル＋UDLチェックリスト

• 中学校全校:学びのモデル
Niigata Univ.-Nagasawa Labo.



授業モデルの成果

• 成績上位群：学力は変わらず

• 成績中位群：学力の大幅な向上

• 成績下位群

– 問題行動の減少

– 課題に取り組む姿勢が多く見られるようになる

Niigata Univ.-Nagasawa Labo.

さらなる学習支援(小集団・個別)と行動支援(カウンセリングなど)

学習指導要領改定の報告性(案)

http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/061/siryo/__icsFiles/afieldfile/2016/07/20/1374453_1.pdf


• 学習活動の明確化

• 学習活動の自己評価

• 学習内容の明確化

• 学習内容の自己評価

ＵＤＬ ３原則
１．課題理解と提示の工夫
２．考えの表現と課題解決
３．学びの自己管理と次の学びへの意欲

チェックリスト

チェックリスト 机間巡視
ノート点検
小テスト

導
入

展
開

終
結

自己評価を取り入れた授業モデル専門学校の授業(例) 授業科目：発達検査法

社会生活能力検査の目的と手続きを知り、結果から子どもの支援を見つける

1．問い「できる子」とはどういう子か？

2．話しあい・発表

３．さまざまな「できる」から、社会生活能力を知る(解説)

４．検査の手続きと結果の見取りを学ぶ(解説)

まとめプリント(授業内容に関連した問題)と自己評価(わかったかどうか)

発展課題の提示：ADHDについて、その特徴を調べる

https://www.nichibun.co.jp/kensa/detail/sm3.html


特別支援教育とUDL 
• 特別な指導

• UDL

Niigata Univ.-Nagasawa Labo.

アセスメント
(実態把握)

ニーズにあった
目標
指導

評価

UDL 結果を評価

教えたことがわかっているかどうか、
全員対象に調べること。継続的評価も

まずUDLの実施。結果を見て次の指導を
授業は指導の場であり、アセスメントの機会でもある



学びの過程とUDL：多様性の保障

原則1
• 課題理解と提示の工夫

原則2
• 考えの表現と課題解決

原則3
• 学びの自己管理と次の学びへの意欲

Niigata Univ.-Nagasawa Labo.

新潟市立鏡淵小学校(2017)の実践



1．課題理解と提示の工夫

• 学びに適した環境設定

• 学習理解のための基本的な支援

• 教科の特性に合わせた提示の工夫

• 授業内容理解の基本的支援

Niigata Univ.-Nagasawa Labo.

準備、スケジュール表、前時・本時の学習内容確認

視覚化、ICTの活用、わかりやすい説明

重要語句や公式の説明の工夫、提示時間の確保

板書の工夫、指示説明の工夫、説明と書く時間を別に確保



ICTの活用(例)

• 提示のための様々な機器

– 授業の目的や提示する内容にあった選択を

– ハイブリッド黒板 （コクリ)

• タブレット用アプリ （小学算数アニメーション)

– 子どもの実態にあった選択を。使い方を教える

• 読み困難支援アプリ (タッチアンドリード)

– 印刷物に含まれる文字を認識して音声で読み上
げられるようにする（文字認識）、手書きの線や文
字・写真・録音音声

Niigata Univ.-Nagasawa Labo.

http://www.edu-ctr.pref.kanagawa.jp/rika/kikiwoerabu.html
http://kocri.com/
http://app-liv.jp/579825429/
https://itunes.apple.com/jp/app/tatchi-rido/id1052477192


2．考えの表現と課題解決

• 子どもの主体的な意思表現を促進する支援

• 課題解決のための支援

• 他者の意見を理解するための支援

Niigata Univ.-Nagasawa Labo.

答えやすい工夫・雰囲気、考える時間の確保、ことば以外の手段

問題の解き方支援：教材・ICT・図式化・マニュアル

机間巡視、ティームティーチング、ICTによる双方向の学び

提案意見の提示の工夫、ペア学習、共同で解決



ICTの活用(例)

• グラフィックオーガナイザー

– 紙と比較し、どちらがいいか選択

• 問題解決支援：視覚化による思考支援

– ブレインマインド

– 比較、ベン図

• Apple Teacher Learning Center
• タブレットによる授業参加促進

– 予算があれば・・・。ICTでなくても・・・

Niigata Univ.-Nagasawa Labo.

http://tt.ict-education.org/
https://itunes.apple.com/jp/app/ben-tu-si-kaotsurushirizu/id1097014554?mt=8
https://appleteacher.apple.com/#/asset/part/T025074A


3．学びの自己管理と
次の学びへの学習への意欲

• 学習の意欲を高める工夫

• 学習活動と学習内容の自己管理支援

• 次の学びへつなげる支援

Niigata Univ.-Nagasawa Labo.

正答や正答でない結果への対応の工夫、達成感のある課題

学習活動と内容の自己評価、セルフモニタリング、小テスト

単元全体と本時の学びとの関係の理解

課題の理解 → 学習参加 → 課題解決(次の学びへ)



ICTの活用(例)

• 自己管理支援：小学生ライフマネージャー

• 授業への導入

– 学びのイノベーション事業(文部科学省)
– 分身ロボット

大事なこと
・ICTありき、ではなく、目的に合わせて選択・活用を。主になる
のは子ども
・紙でよいものは紙、デジタルがよいものはデジタルで
・使用のルールを明確に
・すべての子どもの到達度をアセスメントすること

スケジュール管理

https://www.smore.com/a7a7
http://jouhouka.mext.go.jp/school/pdf/ict_teaching_report.pdf
http://orihime.orylab.com/
https://itunes.apple.com/jp/app/choiceworks/id486210964?mt=8


AIを取り入れた授業

• 英語教育 「Musio」
– 発音のモデルと評価

• 数学教育 「数I・数A弱点補強講座」

– つまずきの分析と指導

• 理科教育 「AIロボット活用授業」

– ロボットによる理科実験

• 保育教育 「リアルケアベビー」

– 保育の疑似体験

ITやAI等を活用した教育：エドテック

https://k-tai.watch.impress.co.jp/docs/news/1087267.html
https://dot.asahi.com/aera/2017090400076.html?page=1
https://www.suginami-school.ed.jp/hamadayamashoubg/info/ai%E3%83%AD%E3%83%9C%E3%83%83%E3%83%88%E6%B4%BB%E7%94%A8%E6%8E%88%E6%A5%AD%E3%80%80%E2%91%A1/
http://www.ipu-japan.ac.jp/52641/
https://www.medical-sim.jp/products/detail.php?product_id=309
http://www.ipu-japan.ac.jp/52641/
https://techacademy.jp/magazine/keyword/edtech


続き

• Qubena
• 人工知能（AI）が子供たち一人ひとりの得意・
不得意を分析し、解くべき問題へと誘導。世
界初の人工知能型タブレット教材(HPより)

Niigata Univ.-Nagasawa Labo.

https://qubena.com/


UDLの条件

• 全員を等しく扱い、障害を区別しない

• 多様な教育方法：3原則

– わかりやすい、参加しやすい、一人で学べる

• 必要とされる客観的な到達目標の設定

– 達成できない子へ、特別な指導を提供

• 指導前後で全員を対象に評価、指導の有効
性を確かめる

Niigata Univ.-Nagasawa Labo.

すべての子どもの学力保障はできない
→ 段階的に特別な対応を



大事なこと

• インクルーシブ教育システムでは、結果で特
別な指導の必要性を判断

• 「できない」ことが指導力が原因ではないこと
が前提

• 指導力を保障することがUDLの適用

Niigata Univ.-Nagasawa Labo.

授業は指導の場であり、評価(実態把握)の場でもある

教育の質の保障(向上) ＝ UDL





授業で学んだ結果が知識へ

Niigata Univ.-Nagasawa Labo.

授業

単元 ＝ ひとまとまりの知識

１ 10までの数の足し算

２ 0を含む足し算

３ 20までの数の表し方と意味

４ 20までの数の足し算

(略)

算数の系統表

「20までの計算ができ
るようになったぞ！」

(自己肯定感)

単元のアセスメント
（系統表を使って）
学びの連続性



• 学習活動の明確化

• 学習活動の自己評価

• 学習内容の明確化

• 学習内容の自己評価

ＵＤＬ ３原則
１．課題理解と提示の工夫
２．考えの表現と課題解決
３．学びの自己管理と次の学びへの意欲

チェックリスト

チェックリスト 机間巡視
ノート点検
小テスト

導
入

展
開

終
結

自己評価を取り入れた授業モデル授業のゴールを示す

原則2を中心に
対応できる



2．考えの表現と課題解決

• 子どもの主体的な意思表現を促進する支援

• 課題解決のための支援

• 他者の意見を理解するための支援

Niigata Univ.-Nagasawa Labo.

答えやすい工夫・雰囲気、考える時間の確保、ことば以外の手段

問題の解き方支援：教材・ICT・図式化・マニュアル

机間巡視、ティームティーチング、ICTによる双方向の学び

提案意見の提示の工夫、ペア学習、共同で解決

原則2実施のためには、原則1，3も必要



• 学習活動の明確化

• 学習活動の自己評価

• 学習内容の明確化

• 学習内容の自己評価

ＵＤＬ ３原則
１．課題理解と提示の工夫
２．考えの表現と課題解決
３．学びの自己管理と次の学びへの意欲

チェックリスト

チェックリスト 机間巡視
ノート点検
小テスト

導
入

展
開

終
結

自己評価を取り入れた授業モデル授業のゴールを示す

原則2を中心に
対応できる

授業モデルは「コンテンツ」獲得への手段
「コンピテンス」獲得のためには、
原則2を中心にUDLの適用を



(個人的な考え)

Niigata Univ.-Nagasawa Labo.

資質・能力 対応例

思考力 授業で「問い」の設定と解決のため
の授業展開

判断力 情報収集、分析、活用の指導

表現力 解決とその過程を説明できるための
指導・支援



(参考)問題解決型授業

UDL
• 原則①：提

示の工夫

• 原則③：自己
評価

• 原則②：多様
な表現方法、
確認

• 原則③：自己
評価

方法

• レクチャー、
調査、実験、
体験

• 話しあい、発
表、討論

• ワークシート、
レポート、テス
ト

Niigata Univ.-Nagasawa Labo.

問い・テーマ

まとめ学習

事実の
学習 知識 情報

思考・回答

単元の目標①

思考の元になる知識

平泉はなぜ栄えたのか？

地質の調査、レクチャー、見学など
(基本的な知識)

金がとれたから、貿易で世界とつながっていた

基本的な知識と回答を簡潔にまとめて説明する

対話による理解確認



問いを与え自ら答えられる授業

UDL
• 原則①：提

示の工夫

• 原則③：自己
評価

• 原則②：多様
な表現方法、
確認

• 原則③：自己
評価

方法

• レクチャー、
調査、実験、
体験

• 話しあい、発
表、討論

• ワークシート、
レポート、テス
ト

問い・テーマ

まとめ学習

事実の
学習

既知の
知識

新たな
情報

思考・回答

単元の目標①

思考の元になる知識

基本的な知識と回答を簡潔にまとめて説明する



学びと学習のユニバーサルデザインの比較

学びのユニバーサ
ルデザイン

学習のユニバーサ
ルデザイン

対象 障害のない子・発達障害
(の可能性のある子)

障害のない子・障害のある
子(すべての障害種)

教育の場 通常の学級中心、特別支
援学級・特別支援学校

通常の学級

内容・方法 主に教師サイドの提示方
法の工夫が多い

提示方法、表現方法の自
己解決などの3要素

学力向上の有効性 データが示されているわけ
ではない

データとして示されている
(おおむね80％に有効)

段階的な対応 設けられていない 基準に到達できない子へ
の3段階の対応

教育理念 特別支援教育 インクルーシブ教育

Niigata Univ.-Nagasawa Labo.

法的根拠あり法的根拠なし

インクルーシブ教育システム：基礎的環境整備



(2)問題行動への対応

ユニバーサルプログラム(UP)
スクールスタンダードによる全員を対象とした

生徒指導

Niigata Univ.-Nagasawa Labo.

生徒指導

事例(演習)

学校の役割の重要性（Lindsey,2019)

http://www.fumira.jp/cut/kodomo/file139.htm
http://www.fumira.jp/cut/kodomo/file139.htm


問題行動の要因

Niigata Univ.-Nagasawa Labo.

発達障害 環境要因

不明

注意欠如多動性障害ADHD
自閉症スペクトラムASD
学習障害LD
知的障害ID

虐待(反応性アタッチメント
障害)
家庭内の問題(貧困など)
心理的な問題(共依存など)

・発達障害特性に応じた
対応
・認知特性に応じた対応

・虐待への対応
・家庭への対応
・カウンセリング

・UPの実施
・段階的な対応

UDL：学習のユニバーサルデザイン



UPによる学級経営(共通する対応)

• 学習にふさわしい環境構成

• 学級のルール(スクールスタンダード)の明確化

• 活動や授業の見通しの提示

• 活動が継続できる工夫

• 悪くない状態を評価

• たえず子どもを観察し、問題には早めに対処

Niigata Univ.-Nagasawa Labo.

話し合い。３点程度。自己評価などふりかえりの実施

授業モデル(前述)

当たり前(ルールを守る)が評価(注目)されるシステム



スクールスタンダード(関戸、2010)

• すべての児童生徒にとって、生活しやすく学
びやすい環境の提供

• 児童生徒に求めること(ルール)を共通に

• 児童生徒の視点で学校生活を見直す

• 学校、学年で支援方法を統一する

• 不安や不公平感を解消

• 障害の有無を問わない

統一ルールと、ルールに従わない場合の対応手続き

Niigata Univ.-Nagasawa Labo.

学校の法律



UDLに基づく授業モデルの提案

学習活動と学習内容の

自己評価を取り入れた授業モデル

Niigata Univ.-Nagasawa Labo.

学習理解を保障する → 問題行動の予防



• 学習活動の明確化

• 学習活動の自己評価

• 学習内容の明確化

• 学習内容の自己評価

チェックリスト

チェックリスト 机間巡視
ノート点検
小テスト

導
入

展
開

終
結

自己評価を取り入れた授業モデル＋ タイムアウト

ＵＤＬ ３原則
１．課題理解と提示の工夫
２．考えの表現と課題解決
３．学びの自己管理と次の学びへの意欲

ルールに従っていることを評価(注目)
逸脱行動に警告

警告3回でタイムアウト



タイムアウトとは

• 別室に移動させる(活動から離す)
• 一時的に権利を制限する教育的な罰

• クールダウン、約束確認後すみやかに復帰

• 手続き

– 警告→別室移動

– 話を聞き、クールダウンをはかる

– 戻るかどうかを本人にきめさせる

– 教室では自然に受け入れる

安全な部屋に移動させ、職員が必ずつくこと

「何かいやなことが
あった?」

「授業が難しかった
かな?」

「困っていることが
あるんじゃない?」



自己評価カードの例(小学校)

定期的に自己評価 ＋ 教師チェック ＋ 保護者賞賛



成果

• 問題行動を起こしそうな子どもを早めに発見
できる

• 当たり前のことをしている子どもが評価される

• 学級崩壊になる前に、早めに対応できる

• 診断されていない子どもにも適用できる

• 支援が必要な子どもが複数いても、担任一人
でも、ある程度特別な対応ができる

多様な実態に早期に対応できる予防措置
→ 結果を出せない児童生徒への特別な指導



(3)対人関係を育てる

・学級全体で取り組む

ソーシャルスキルトレーニング(SST)
・いじめ防止教育

Niigata Univ.-Nagasawa Labo.

対人関係
(参考)

学習指導要領

事例(演習)



3-1学級全体で取り組むSST
• 年齢相応の人付き合いの仕方や良好な対人
関係を築くために、具体的な技能や話し方を
クラス全体で学習すること

– 例)あったかことば・ちくちくことば

– 例)アンガｰマネジメント

– 例)いじめ防止プログラム(吉田中学校)
• 望ましい児童生徒像を示し、計画的に実施す
ること

• 実生活に生かされる工夫を
Niigata Univ.-Nagasawa Labo.



(事例)燕南小学校の実践

• 構成的エンカウンターを柱に、他の活動と関
連づけを明確にし、学校教育全体通して社会
性の育成を図っている。

• そのためのカリキュラムを開発



3-2つきあい方を教える(例)

レベル１

レベル２

レベル３

レベル４

日常のあいさつを交わす

日常生活に関する話題を共有する
（勉強、部活など、事実に関すること）

日常生活の裏に関する話題も共有する
（悪口、恋愛、進路、軽くヤバイ話など）

メンバーだけの秘密を共有する
（悩み、価値観、人に言えないことなど）

嫌いを認め、レベルにあったつきあい方、距離の取り方を教える



3-3積極的介入

1. 充実した学校生活の条件を選択

2. 自己評価表や掲示で意識付を図る

3. 充実していることをまめに評価する

Niigata Univ.-Nagasawa Labo.

話し合い。誰でも必ず守れるきまりも

教室内に掲示等。定期的に自己評価。

当たり前の状態や行動が、
充実した学校生活につながることを教える

子ども：当たり前の活動の大切さを意識
教師：ひとりひとりの子どもの状態をチェック



楽しい学校生活の条件(例)

項 目 月 日 月 日 月 日 月 日

あいさつをしてもらった、返してもらった

話しかけたときに、答えてもらえた

休み時間、同級生と一緒に遊べた

自分にとって気になることを言われた

自分のものがなくなったり、傷ついたりし
ていた

ネットで、自分にとって気になることを見つ
けた

困りごとがあるときやできないときに誰か
に相談した



求められる高いコミュニケーション能力

• 社会で求められているのは？

• 学校教育でも、ソーシャルスキル育成を

• 家庭、身内、地域でも育てる

Niigata Univ.-Nagasawa Labo.

相手に受け入れられる主張、相手の話を聞いて理解する力

学校教育全体を通して育成。カリキュラムマネジメント

日常会話、親戚づきあい、地域の行事など

楽しく繰り返しのある体験や活動を通して育てる
趣味や興味関心を大切に



クラス全体で実施するSST

• 方法

– 特別な支援を要するクラス全体で、市販されてい
るSSTの指導書に基づき、計画的に指導

• 結果

– クラス全体の社会的スキルの向上

– 対象児童の社会的スキルのいくぶんの向上

• 考察

– 対象児童への個別指導の必要性

Niigata Univ.-Nagasawa Labo.

佐伯（2012）



4．ユニバーサルデザインから
小集団・個別指導へ

三層モデルによる次の対応

Niigata Univ.-Nagasawa Labo.



通常の学級で、特別な教育を

Niigata Univ. - Nagasawa Labo.

全員が対象
ユニバーサルな対応

共通する対応で
結果を出せなかった

児童生徒

小集団指導で結果を
出せなかった児童生徒

二層目。これも共通する対応。担任、学年で実施

基準

基準



(1)学習の場合

Niigata Univ.-Nagasawa Labo.



-１～∞ 問題行動

学びの段階

Niigata Univ.-Nagasawa Labo.

１．問題行動はない

2．参加している

3．活動している

4．理解している

5．学んだことを使う、自分から学ぶ

UDLで「4」に到達できない子のために特別な指導を！

学力



段階的な介入(例)

Niigata Univ.-Nagasawa Labo.

1:UDL
事前、事後テスト

2:少人数指導
繰り返し学習、継続的な評価

３：個別指導
繰り返し学習、継続的な評価

学級

放課後
通級

特別編成
支援学級

検査の実施

専門機関と
の連携(保護
者への説明)

合理的配慮



学習支援の基本

• 学習への動機付け（興味関心）を高める

• できることから始める

• 子どものペースに合わせ、繰り返し教える

• 十分な時間を確保

• 個別指導の保障。基準の変更

授業の中で個別に教える、実態に合わせたグループ編成
家庭学習、宿題の変更(レベルに合わせる)
補習(事例)など授業時間以外に時間を確保

通級指導教室や特別支援学級の活用。校内体制

貧困(記事)

楽しいと感じることと成績との関係
（Sainio,2019)

http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/siryo/attach/1364319.htm


新潟県長岡市立宮内小学校の実践

• 目的

– 特別な支援を必要とする児童支援

• 方法

– サブティーチャー支援。校内支援体制の構築

• 結果

– アンダーアチーバー解消などの成果

• 考察

– 一次支援としてのUDLの充実

Niigata Univ.-Nagasawa Labo.



(高校)UDLと段階的な対応

• 通常の授業
– 学習のユニバーサルデザイン(UDL) 

• 補習授業
– 選択科目で教科の補習、放課後の補習

• 少人数授業、習熟度別授業

• 単位認定の二重基準

• 障害特性にあった対応
– 合理的配慮、基準の変更(後述)

介入（小）

介入（大）

生徒の実態や校内のリソースにあわせた学習支援

Niigata-Univ. Nagasawa-Labo.



(2)生徒指導の場合

年度初めにきまりをきめてもふりかえりをしない

きまりを守らない(守れない)子どもへの対応手続きが
きまっていない

対応の仕方が統一されていない

Niigata Univ.-Nagasawa Labo.こういうことはありませんか？



段階1：ユニバーサルプログラム
通常学級で全員を対象

スクールスタンダードの適用

段階2：特別な指導
基準に達しない生徒

段階3：個別対応
基準に達しない生徒・一対一対応

Niigata Univ.-Nagasawa Labo.罰を与える ＜ 特別な指導をする

「みんなでルールを守ろう」
「守っている人はえらい」

「なにがむずかしかった？」

「どんなことが困っている
の?」

保護者連携
校内委員会



段階２：小グループ指導

自己解決

セルフモニタリング

Niigata Univ.-Nagasawa Labo.



段階1：ユニバーサルプログラム
通常学級で全員を対象

スクールスタンダードの適用

段階2：特別な指導
基準に達しない生徒

段階3：個別対応
基準に達しない生徒・一対一対応

Niigata Univ.-Nagasawa Labo.



段階２の学級経営

• かかわりや問題対処の仕方を援助

• 子どもの良い状態を賞賛

• やり直せることと、そのための援助を提案

• すこしでもできたとき、しっかり評価

• 学習援助の機会を提供

Niigata Univ.-Nagasawa Labo.

問題行動の自己解決法。セルフモニタリング

具体的で実行可能な方法。事前に教える

遂行できなかったり、遅れを挽回する機会の保障



段階2：約束遵守の個別指導

• 教師評価で目標達成が困難な子どもを特定

• 時間を特設し、個別指導

– 秘密厳守、時間にゆとりを

• 話し合いで、確実に守れる目標を自己決定

– 困っていること、悩みをよく聞くこと

• 実行し記録：セルフモニタリング

– できていることをこまめに評価

• 実施期間は1から2週間

Niigata-Univ. Nagasawa-Labo守れる約束をこまめに自己監視 → 「守る」意識の強化



セルフモニタリング

• 話し合って(本人が)約束をきめる

• 実行したかどうか、記録する

• できたことを評価する

約束｢手をあげてから発言する｣にします！

チェックリストを用い、記録することを教える
記録することが行動抑制になります

｢手をあげながら言えたね！｣

自分で行動を監視(モニタリング)→行動抑制
約束を守る → ほめてもらえる → 自己肯定感



セルフモニタリングのチェックリスト 月 日

時間帯

教科
10分 20分 30分 45分

国語

算数

社会

目標：手をあげて発言する

約束通りできたかどうか、自分自身でふり返る
自分で監視することで、行動抑制(自己コントロール)できるようになる

101Niigata Univ.-Nagasawa Labo.



問題行動の自己解決（基本）

• 感情的にならず冷静に

• 何が悪いのかを本人に気づかせる

• どうすればよかったのか（次どうするか）本人
と考える

• 少しでもできたことを誉めてのばす

「何があったか、ゆっくり話してごらん」(じっくり聴く)

「それはあなたにとっていいことかな」「どんな約束だったの？」

対応の仕方をいくつか提案して選択させる（できること）

｢よく我慢できたね｣｢今度ははっきり言おうね｣

なぜやった「Why?」ではなく、今後どうする「How？」



ちょっとくわしく・・・

Niigata Univ.-Nagasawa Labo.



出来事をふり返る

Aを殴るAがにらみつけた
けんかになる

気分は晴れない

Aが自分をにらみつけた
自分は悪くない

あなたはAくんが「にらみつけ
た」と思ったんだよね。

殴ったことは、あなたにとって良
かったと思うの？



対応を考える

Aを殴るAがにらみつけた
けんかになる

気分は晴れない

無視?
にらみ返す?
言語化?

自分にとって利益
にならない

Aの気持ちを聴く
教師がAに対応する

これは事実か?
Aとの関係をどうする?

何ができる?
どう言えばいい?

けんかには
ならないのでは?

Aとの
まあまあの関係



成功するために

• 教師(もしくは補助教員)が、問題行動の記録
をとる

• 現状を認識させ、現実的な目標をきめる

• 仮実行し、うまくいかなかったときに話し合っ
て、うまくいくための方法や支援をきめる

• 教師→本人と、自己評価(監視)に移行

• トークンシステムと組み合わせる

Niigata-Univ. Nagasawa-Labo

Hunter(2014)
(あとで説明)



(参考)先行研究より

• ことばによる攻撃は学校ではよく見られる問
題行動である。時には暴力を伴うこともある。

• 子どもから子どもへ、子どもから教師へ。そこ
には必ず傍観者がいる。

• 多くの教師はことばによる攻撃に代わる代替
行動を教えていない。しかし教えることは容
易ではない。

• よって、教師への専門的な研修が必要である

Niigata Univ.-Nagasawa Labo.

Taylor(2019)



月 日 月 日 月 日 月 日 月 日 合計

朝の会

休憩

昼休み

帰りの会

Niigata Univ.-Nagasawa Labo.

約束：丁寧なことばで言う(です、ます、してください)

約束をきめて、定期的に確認と(肯定的な)振り返り



(3)人間関係の場合

基本的には「生徒指導」に同じ

Niigata Univ.-Nagasawa Labo.

対人関係
(参考)



子どもの悩みに対応

• かかわりや問題対処の仕方援助を提供

• 誤ったときにやり直せる援助を提供

• ソーシャルスキルを学ぶ機会を提供

Niigata Univ.-Nagasawa Labo.

状況に合わせたコミュニケーションの仕方など

具体的で実行可能な方法。事前に教える

小グループ、個別に学べる機会を保障する

対人関係支援のよりきめ細かな対応を



自己解決から自己肯定感へ

1. 対話

2. 気づきを促す(問題意識)
3. 生徒の自覚(目標)
4. 実行の具体策（支援など)
5. 気づきを促す(変化)
6. 生徒の自覚(成長）

対話による「気づき」と「自覚」
主体的な学びによる「自己理解」と「自己肯定感」

Niigata Univ.-Nagasawa Labo.



自己解決から自己肯定感へ

1. 対話

2. 気づきを促す(問題意識)
3. 生徒の自覚(目標)
4. 実行の具体策（支援など)
5. 気づきを促す(変化)
6. 生徒の自覚(成長）

対話による「気づき」と「自覚」
主体的な学びによる「自己理解」と「自己肯定感」

信頼関係の構築。信頼関係のある人

情報の提示。悩み・問題・今までの対応と結果など

達成可能な目標、とりあえずできること

本人が受け入れられる支援の提案、合意形成

変化、うまくいったこと、その理由などの振り返り

自分自身の見方を変える。成長の実感。自己肯定感

Niigata Univ.-Nagasawa Labo.



特別な指導:まとめ

• 段階２の特別な指導は、障害の有無に関係
なく、誰もが受けられる

• 年度初めに説明責任を果たす

• できるだけ個別の指導計画を作成し、評価す
ること

Niigata Univ.-Nagasawa Labo.

小集団での学習、補習、個別相談・指導など

必要性、内容、基準、条件など。

誰もが受けられるサービスであり、特別なことではない



5．専門的な対応

専門機関・保護者と連携した

個別指導

Niigata Univ.-Nagasawa Labo.



専門的な対応

• 段階2までは担任(学年)が対応可能

• 段階3は、専門機関と連携し、学校全体で対
応

• 今までの対応の成果と課題を説明し、保護者
の同意を得る

• 個別の指導計画を作成、実施、評価、振り返
り、を繰り返す

Niigata Univ.-Nagasawa Labo.

ルールと手続きを決め、説明責任を果たす：学校のガバナンス



(1)学習の場合

Niigata Univ.-Nagasawa Labo.



学習の困難さ

注意
（Attention)
見通し
（Planning)
振り返り

（Self-management)

理解に必要な知識
(Knowledge)

読み書き計算
(Literacy)

理解能力
(Comprehension)
知的能力
(Intelligence)

Niigata Univ.-Nagasawa Labo.

意欲心理的安定

特性の把握：WISC-Ⅳ、DN-CAS、KABC-Ⅱ

自己管理の指導
認知特性への配慮

個別学習指導

特別な教育

LDへの特別な支援

合理的配慮

認知(知的)能力、学力、自己管理、意欲の実態把握



(2)生徒指導の場合

Niigata Univ.-Nagasawa Labo.



段階1：ユニバーサルプログラム
通常学級で全員を対象

スクールスタンダードの適用

段階2：特別な指導
基準に達しない生徒

段階3：個別対応
基準に達しない生徒・一対一対応

Niigata Univ.-Nagasawa Labo.



段階3：個別指導

• 段階2で目標達成困難な子どもを特定し、支
援チームを結成
– 支援会議の定期開催、外部専門家の介入、保護
者の参加

• 問題行動への個別指導
– 通級や適応教室などで特別な指導

– SST、カウンセリング、学習支援も

• 家庭での指導も
– 父親の積極的参加を

Niigata-Univ. Nagasawa-Labo

保護者を入れた支援チームの結成と連携
応用行動分析(ABA)による介入

(Smith,2018)

「○○しない」＜「●●する」ことができる訓練



基本的な問題･対応

ABAに基づく包括的対応

NiigataUniv. - Nagasawa Labo

問題行動

事前の約束
リハーサル

SST
(ソーシャルスキル

トレーニング) 無視(消去)
教育的罰

自己
肯定感

カウンセ
リング

学習
支援

親支援
合理的
配慮

ほめる
トークン

約束、
ルールを守る



段階1：ユニバーサルプログラム
通常学級で全員を対象

スクールスタンダードの適用

段階2：特別な指導
基準に達しない生徒

段階3：個別対応
基準に達しない生徒・一対一対応

Niigata Univ.-Nagasawa Labo.ルールと手続きの説明責任。有効性の証明

「うまくできなかったときは、
先生と一緒に考えよう」
「声をかけるからね」

「ご両親とも話をして、一緒
に考えますよ」



段階1：ユニバーサルプログラム
ルール遵守を評価・自己評価・ポイント制など

学年全員

段階2：タイムアウト・カウンセリングなど
問題行動継続児童生徒

段階3：個別学習・自己管理指導・SST
保護者連携など
問題行動継続児童

Niigata Univ.-Nagasawa Labo.

説明責任
定期的評価と情報公開

校長のリーダーシップ
ビジョンの共有

客観的記録と
評価に基づく指導

専門機関・地域・保護者連携

個別計画

全校体制による包括的な取組(SWPBS) 資料

http://manabinohiroba.tokushima-ec.ed.jp/


(参考)非行は「問題行動」ではない

• 非行(犯罪)に至るまでの本人の経験や想い
を知る

• 「相手」に対する感情や想いを聴く

• どのような内容、表現も受けとめる

• 「相手」に対する否定的感情を受けとめる

Niigata Univ.-Nagasawa Labo.

その過程・結果から「相手」の気持ちを理解し、
「何がいけなかったか」の気づきにつなげる

「反省」を急がせない。



(参考)犯罪につながる条件を減らす

非行
(犯罪)

飲酒
喫煙
徘徊
バイク
携帯

他人の家への入り浸り

非行につながる要因を一つでも減らす(カードをそろえない)
ロイヤルストレートフラッシュ(非行)を作らせない



問題行動のまとめ

Niigata-Univ. Nagasawa-Labo



自己理解からのスタート

1. スクールスタンダードという基準を作る

– 基準からの逸脱を示す

– データ(証拠)を示す

2. 子どもの訴えを聴く

– 悩み、不満、自己認識

3. 変えることへの意識を促す

– 現実を受け入れ、「将来の自分」を考える

Niigata-Univ. Nagasawa-Labo

「押しつけ」ではなく、客観的な情報提供により気づきを促す



記録と評価に基づく指導

• 問題行動の「何を」減らすのか？

• どのように記録するのか？

• いつ、誰が、その記録を分析するのか？

Niigata-Univ. Nagasawa-Labo

代わりに「何を」増やすのか？

無理なく手軽に、継続できる記録の工夫

支援会議(集まれるメンバーで)

段階的な対応 ＝ 結果に基づく実践(の繰り返し)
結果がよければ、介入は減らして終結に向かわせる



結果に基づく実践

Niigata Univ.-Nagasawa Labo.

減らす行動
増やす行為

指導計画
段階２、段階３、終結

定期的に
モニタリング

支援チーム対象児童生徒



(参考)教師と子どもとの信頼関係

• すべての段階：説明責任と情報公開、エビデ
ンスに基づく対応

• 段階1 ：ルールを守っていることをほめる、当
たり前の状態を評価する

• 段階2 ：生徒中心の話し合い、自己選択の保
障、ルールを守っていることをほめる

• 段階3 ：保護者連携、教師と保護者による定
期的評価

•
Niigata-Univ. Nagasawa-Labo



重要：子どもの気持ちを聴く

Niigata Univ.-Nagasawa Labo.

問題行動

意思

感情
ストレス

本人の訴えをよく聴く
本人の訴えを「翻訳」し、再提示して、一緒に考える



聴く？ 聞きながす？

Niigata-Univ. Nagasawa-Labo.

悩みの共有 クールダウンをはかる



生徒指導の校内連携

• 生徒指導主任+教師
– SSに基づき毅然と対応

• 養護教諭+SC
– 生徒の聴き役

– 受容?、指示?

Niigata Univ.-Nagasawa Labo.

役割分担で統一された校内支援体制

訴えを聞き流す、焦点を外すなど



教師の心構え

1. 課題の優先順位をつける

2. 忙しいことを受け入れる

3. 大人であることを忘れない

4. 子どもを怖がらない(注目してほしいだけ)
5. 子どもの言い分を積極的に聞く

6. 鍛錬を続ける

7. 批判に謙虚に

8. 彼らを変えようとするのではなく、何を訴えたいの
かを聞く

9. 気長に取り組む

10.リラックス、そして深呼吸！ Solar(2011)TEACHING,44(1)



問題行動の対応：まとめ

• 「良くなった」より、良くするための過程が大事

• 何を訴えたいのか、じっくり聴こう

• 毅然とした態度を貫く

• 悪くない状態をほめる

あきらめずに気長につきあうこと

最後まで聴き、妥当な自己表現を教える

決めた約束、ルールは譲らない、例外を作らない

期待しない、見捨てない、（いつか良くなると）信じること

Niigata-Univ. Nagasawa-Labo



(3)対人関係の場合

Niigata Univ.-Nagasawa Labo.



＜社会性＞

例：おもいやり

＜ソーシャルスキル＞

傷ついた友達を慰める
お年寄りに席を譲る
落とし物を届ける

いじめられている友達を助ける

ソーシャルスキルトレーニング
説明を聞く

練習する（ロールプレイ）
評価（いいところを見つける）

日常場面で実行する

ソーシャルスキルトレーニング

通級指導教
室で指導

通常学級で
指導

通級・通常・家庭の三者の連携で行動般化を



相談を通してSST
• 会話の基本的なパターンを練習する

• 今までの経験を振り返り､適切な行動を教え
る

• 非言語行動を教える

• 「空気」の読み方を教える

会話の始め方終わり方､頷き､｢ところで･･･｣

自分を客観視できる場合。共感することを忘れずに

視線､姿勢､体の向き
対人距離、しぐさなど

表情の理解､今話題になっていること、対応方法

内面ではなく、行動様式を具体的に教えること

Niigata-Univ. Nagasawa-Labo.



個別目標をどこで教えるのか?

Niigata Univ.-Nagasawa Labo.

長期目標
(単元目標)

短期目標
(具体目標)

授業通級
(放課後等)

家庭

定期的にアセス
メント(表)

個別の指導計画作成の必要性

特別な指導
専門的な指導

個人目標
合理的配慮

復習
確認

例)失敗やうまくいかないときに
「ごめんなさい」を言う

ロールプレイで「ごめんなさい」 昼のトラブルで謝罪する うっかりミスを謝罪する



短期目標 指導場面 指導者・方法 評価

相手の質問に答え
る

「今日も元気だよ」

「はい、よろしく」「い
や、やめておく」

通級指導教室
「友達を誘う」

通常jの学級(休み
時間や昼休み)

家庭

通級担当者
2，3種類のゲーム

を用意し、好きな
ゲームに誘う

友達を誘ったり、誘
われたりする。担任
が仲介し、はっきり
意思表示できるよう
にする

きょうだいの間で、
ゲームに誘ったり
誘われたりする
母親

長期目標：自分の意思をことばで伝えることができる



良好な連携のためには

• 通級指導教室:専門的な指導、訓練

– 自立活動：SST、自己管理、感情のコントロール

• 連携のために

– 支援チーム、支援会議

– 個別計画の作成と評価

– 通常学級におけるコーチングの実施

関係者間のコミュニケーションを密にすること
担当者、担任が双方の指導の場を直接見学

子ども・保護者・通常学級担任の
ニーズを指導につなげる

通級の指導を通常学級・家庭でも実施する

141



まとめ

• 学校全体で社会性を育てる

• ひとつの目標に複数の指導の場

• 支援会議でPDCA

142

通常の学級での指導に基づく三層モデル

個別の指導計画に通常学級と家庭を明示

ともにかかわり続け、振り返りを通して次の目標へ

(地域の)インクルーシブ教育システム構築と、校内体制の整備を



(参考)SWPBSの応用編

不登校

いじめ

Niigata Univ.-Nagasawa Labo.



不登校の場合

UP:自己評価を毎日実施。気になる児童生徒を特定

段階2：個別相談、対応

Niigata Univ.-Nagasawa Labo.



段階1：ユニバーサルプログラム
学校生活への参加状況評価

学年全員

段階2：家庭訪問・学習支援・適応教室
登校渋り児童生徒

段階3：専門機関との連携
不登校・引きこもり児童生徒

Niigata Univ.-Nagasawa Labo.不登校へのSWPBS。予防的対応の充実と対応の一元化

説明責任
定期的評価と情報公開

校長のリーダーシップ
ビジョンの共有

客観的記録と
評価に基づく指導

専門機関・地域・保護者連携

個別計画

(参考)



充実した学校生活の条件(例)

項 目 月 日 月 日 月 日 月 日

遅刻をせずに登校している

授業には意欲的に参加している

休み時間に好きなことを楽しんでいる

給食をしっかり食べている

友だちや同級生とのかかわりがある

自分のものは自分で管理できている

困りごとがあるときやできないときに誰か
に相談する



手続き

1. 充実した学校生活の条件を選択

2. 自己評価表や掲示で意識付を図る

3. 充実していることをまめに評価する

Niigata Univ.-Nagasawa Labo.

話し合い。誰でも必ず守れるきまりも

教室内に掲示等。定期的に自己評価。

当たり前の状態や行動が、
充実した学校生活につながることを教える

子ども：当たり前の活動の大切さを意識
教師：ひとりひとりの子どもの状態をチェック



段階2：気になる子どもへの対応

• 教師評価で気になる子どもを特定

• 時間を特設し、個別に対応

– 悩み事の相談、適応指導教室の紹介

• 保護者との連携

– 情報の共有、両者による支援

• 定期的な評価

– できていることをこまめにフィードバック

– 悩み事への継続的対応

Niigata-Univ. Nagasawa-Labo登校しぶりや学校生活不適応への早期対応



６．特別な対応

合理的配慮

障害特性に応じた指導

Niigata Univ.-Nagasawa Labo.

本人の努力不要

本人の努力必要

通常のカリキュラムへのアクセス



Niigata Univ.-Nagasawa Labo.

障害のない人障害のある人

UD（UDL,UP）、アクセシビリティー
基礎的環境(教育条件)整備

合理的配慮

＝

社会的障壁



(1)合理的配慮

学習活動への特別な支援

Niigata Univ.-Nagasawa Labo.



障害者差別解消法

• 目的

– 障害のある人に対して、差別をしない

– 障害のある人もない人も、お互いを理解し、共に
生きる

• 差別とは

– 障害を理由に排除すること、差別的な対応

– 合理的配慮を提供しないこと

Niigata Univ.-Nagasawa Labo.



(1)合理的配慮

• 障害のある子どもが、他の子どもと平等に 「教育を受
ける権利」を享有・行使することを確保するために、学
校の設置者及び学校が必要かつ適当な変更・調整を
行うことであり、障害のある子どもに対し、その状況に
応じて、学校教育を受ける場合に個別に必要とされる
もの（文部科学省）

Niigata-Univ. Nagasawa-Labo.

障害のない子どもと、同じスタートラインに立つための支援

公立学校は法的義務(新潟市は民間事業者も法的義務)



合理的配慮の例
• 視覚障害

– 代わりに読み上げる、点字、点字ブロック

• 聴覚障害
– 手話通訳、ランプ点灯によるアナウンスなど

• 肢体不自由
– 車いす、バリアフリー、低床バス

• 精神障害
– 休憩できる部屋・ベッドなど

• 知的障害
– わかりやすい説明、視覚支援

• 自閉症スペクトラム
– 構造化、ワークシステムなど「見える化」

Niigata-Univ. Nagasawa-Labo.

(文科省)

http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/044/attach/1297377.htm


知的障害の合理的配慮

• 合理的配慮

– 活動の理解、遂行：自己管理支援、視覚支援、支
援ツール

– 活動の実行・考える：自己解決(支援者とのやりと
り、手順表、自己選択(選択肢)

– 作業・技術：自助具、支援ツール、視覚支援

• 基準の変更

– 活動内容の変更

– 難易度の変更



発達障害：ICTの積極的活用

• 読み障害：読み上げソフト、漢字にカナを振る

• ADHD：環境構成の工夫、情報の制限

• 書字障害：キーボード入力、音声入力、アプリ
の活用

– 紙と鉛筆による書字からの解放

Niigata Univ.-Nagasawa Labo.

大事なことは「学習すること」「内容を理解すること」
印刷物障害への支援を：情報のデジタル化

ATの進歩で合理的配慮が可能になり多様化する



資料

• 読み書きが苦手アプリ

• UDトーク

Niigata Univ.-Nagasawa Labo.

http://rumihirabayashi.com/basicapp/
http://udtalk.jp/


テストの合理的配慮
(Test Accommodation)

• プレゼンテーションの仕方

• 反応の仕方

• セッティング

• 時間延長

読み上げ､手話､点字､仮名ふり(対応業者あり) 、拡大

パソコン､口頭､特別な筆記具､手話、入力

別室(試験場所の配慮)､個別､付き添い

大学入学試験は、実施済み。高校入試：3600事例(H29) 
小中学校での個別の教育支援計画の必要性

https://itunes.apple.com/jp/app/snaptype/id1124115982?mt=8
http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/shotou/054_2/shiryo/attach/1283071.htm


合理的配慮と自己決定

• 合理的配慮は障害のある人の権利

– 国民、市民、児童生徒への理解啓発

• 権利があることを知ること(教える)
– アドボカシー：代理人による権利擁護

• 合理的配慮を訴えられるようにすること

– 自己主張、代理人

– 周囲の気づきと意思の確認

• 自己決定の力をつける(保障する)

Niigata Univ.-Nagasawa Labo.

自己理解 → (セルフ)アドボカシー → 権利の主張きがねなく訴えられる信頼関係



判断など対応について

• 合理的配慮が妥当かどうかの判断の根拠

– 診断書、諸検査の結果、個別の教育支援計画

– 専門家の助言など

• 決定のプロセス

– リソースをベースとした多様な選択肢

– 「話し合う」ことが重要：話し合いによる合意形成

• 地域連携・不服審査

– 障害者差別解消⽀援地域協議会 理解啓発活動を進める

学校では、相談窓口、専門家を入れ対応組織の構築学校は対応組織を作ること。説明責任を果たすこと



障害者差別解消法

• 障害のある人に対して、差別をしない

• 障害のある人もない人も、お互いを理解し、
共に生きる



周囲の児童生徒への説明

• 児童生徒・保護者への説明

– 年度初めに

– 特別支援教育・合理的配慮・具体的な手続き

• 「なぜ○○さんはタブレットを使っているの？」

– 年度初めの説明を繰り返す

– 必要なら対応することを伝える

みんなが納得する説明は容易ではない
時間をかけて子どもの疑問を聴くこと



(2)基準の変更

学習内容への特別な支援

Niigata Univ.-Nagasawa Labo.



1. 教育方法の変更

– 教育内容の提示方法の変更、情報量の調整

– 答え方の変更

2. 教育内容の変更

– 到達目標の変更、難易度の変更

3. 個別のカリキュラムの作成

– 下学年の教育内容

– 機能的スキル、生活スキル、社会的スキル

– 領域教科をあわせた指導(知的障害教育)

小

大

（2）基準の変更(Modification)



コース１通常
２学習障害
３知的障害

コース２，３には
特別な支援

同じ学習
活動

ニーズに
あった学習

内容

担任による
個別指導

一斉授業の中での個別支援



特別な場での教育

特別支援学校

合理的配慮と基準の変更の位置づけ

Niigata Univ.-Nagasawa Labo.

通常学級での基本的対応

特別な対応

連携
・保護者
・関係機関
校内体制

個別計画

支援会議

特別支援学級
通級指導教室

地域(保健圏域など)

自己肯定感・自己決定

合理的配慮
基準の変更

学習のユニバーサ
ルデザイン(UDL)



７．教育の体制

チームアプローチ

保護者連携

個別計画

Niigata Univ.-Nagasawa Labo.



通常の学級
特別支援学級
通級指導教室
適応指導教室

相談室

校内委員会

幼小中高等学校：校内支援体制の構築

実態把握
支援の決定

支援計画作成・評価

対応のPDCAの実効性を高めるには

支援チーム
(支援会議)



支援チーム

全教員

コーディ
ネーター

生徒指導
保健室

医療・福祉
機関

ハロー
ワーク

個別の教育支援計画

169

担任

生徒
保護者

(1)支援会議
(高等学校の例)

行政

支援チーム、支援会議、個別の教育支援計画は三位一体



Niigata Univ.-Nagasawa Labo.

障害のある人



個別の教育支援計画

Niigata Univ.-Nagasawa Labo.

合理的配慮を保障しますよ！



支援計画作成の手続き

1. 要支援児童生徒の認定

2. 支援チーム組織と支援会議の開催

3. 支援計画作成

4. 実践と評価

Niigata Univ.-Nagasawa Labo.

自己申告、教員からの働きかけ。決定は診断にこだわらない

キーパーソンの必要性。本人を入れての話し合い

話し合いによる合意形成。合意できた内容を書面に

できたことを認め、次につなげる。データの活用

個別の支援計画：支援チーム、支援会議、自己決定



(2)保護者と連携(理念)＝協働作業

• 保護者の立場を尊重する

• まず聴く

• 保護者の願いを知る

• 解決のゴールを共有する

• お互いの立場でできることを考える

• 情報は事実の共有

原因追及より解決を優先する

主観や意見を排除し、時系列的に事実を確認する(後述)

立場の違いを認め合い、ビジョンを共有し、それぞれができることを考える



支援計画と評価(例)
生徒名 主 訴 合理的配慮

支 援

担 当 評 価

1-2
Ａ

・板書を写す
ことに時間が
かかる。連絡
ノートを書け
ない

・大声や暴言
が見られる

・特別なプリント
を用意する

・教師が代わりに
書く

・適切な言い方を
学ぶ

・適切な言い方を
優しく教える

・担任

・学習支援ボ
ランティア

・通級担当者

・全職員

・書き写すことが
早くなった。

・必要なものの単
語を書けるように
なった

1-3
B

・特定の生徒
にこだわる

・相談室にて個
別のSSTの実施

・担任 ○月○日

・現状の理解を
中心に指導主訴を明確にし、継続可能な支援をきめ、定期的に評価

参考：サービス等利用計画

(ASD)

http://www.rehab.go.jp/College/japanese/training/25/pdf/soudansien_03_kougi3-2.pdf


個別計画：まとめ

• 保護者を入れた複数で作成・振り返りを

• 授業スタートに間に合うよう作成を

• 内容の妥当性をチェックすること

• 合理的配慮と特別な指導の区別を

話し合いによらない計画は無効。当事者の声を尊重

できるだけ早く作成。もしくは前年度の有効期間を延ばす

校内でこの役割を果たせるのは誰か？

「個別の教育支援計画」か、「個別の指導計画」か？



Niigata-Univ. Nagasawa-Labo.

新潟大学では・・・



新潟大学障がい学生支援部門

• 目的：障害のある学生の修学を支援する

• スタッフ(6名)：部門長、副部門長、特任教授・
特任准教授、事務(2名)

• 業務
– 支援会議、個別支援計画作成、授業者指導

– 相談、修学支援、自己管理支援、合理的配慮の
保障、コミュニケーション支援(12回)、昼食会

• 特別修学サポートルーム

• H29(H28)：支援学生54名（45名)。
– 相談件数924件(872件)



合理的配慮の保障(新潟大学)

1. 支援会議の開催

– 本人を含めた関係者の話し合い

2. 個別支援計画の作成

– 本人のニーズの尊重

– 授業中の支援の保障、授業科目の変更、定期的
相談、ピアチューターなど

3. 授業者に文書で通知

– 実施状況を確認・指導

4. 評価会議の開催

– 定期的評価と改善



定期的なふりかえり

支援
会議

計画

実行

評価
会議

修正・
変更

PDCA ： 話しあいで評価・確認・修正・変更

担当者教員宛通知

実行上の相談は
特別修学サポートルーム

必要に応じて振り返りを実施

修正や変更がある場合は
お知らせします



合理的配慮(例)

• 視覚障害

– デジタル教科書の提供(書籍のデジタル化)

• 聴覚障害

– パソコンノートテイク(H30年度より)

• 肢体不自由

– 車椅子専用の机。駐車スペースの確保

• 発達障害

– 集団活動→教師と一対一。課題期限延長

Niigata Univ.-Nagasawa Labo.



発達障害学生への合理的配慮(例)

• 発表の免除。教師と一対一での発表

• レポート提出期限の延長

• 講義内容の録音、撮影

• グループ活動メンバーの指名、免除

• 授業中の退席、クールダウン

• 遅刻を認める(満員電車に乗れない場合)

Niigata Univ.-Nagasawa Labo.

特別扱いではありません。
必要性を示す根拠に基づき判断しています。



インクルーシブ教育システム
構築のため、通常の学級と学校は

何をすればいいか

Niigata Univ.-Nagasawa Labo. 担任用チェックリスト



（個人的な）意見

• 子どものニーズに合った教育の場の選択

• 通常の場で特別な教育の保障を

• まずは全員を等しく扱い、段階的にサービス
を提供する

• そのために校内体制構築・整備を

Niigata Univ.-Nagasawa Labo.

通常の学級を中心とした学びの連続性

障害の有無によらず、「結果」で特別な指導へつなぐ

UDL、UPをベースとした三層モデルの構築

インクルーシブ教育：UDL、合理的配慮、段階的な対応



インクルーシブ教育システムに向けて

1. ガバナンスの強化

– ミッション、ルールと基準、対応手続き

2. 説明責任と情報公開

– 「1」の説明と対応結果の公開

3. 校内体制整備

– 合理的配慮など対応組織。教育の場の整備

4. 教員の役割分担

– 特別な指導実施の役割分担(強みを生かす)
Niigata Univ.-Nagasawa Labo.



インクルーシブ教育システムに向けて

1. ガバナンスの強化

– ミッション、ルールと基準、対応手続き

2. 説明責任と情報公開

– 「1」の説明と対応結果の公開

3. 校内体制整備

– 合理的配慮など対応組織。教育の場の整備

4. 教員の役割分担

– 特別な指導実施の役割分担(強みを生かす)
Niigata Univ.-Nagasawa Labo.

特別支援教育実施の具体像を示す

特別な指導適用の基準と手続きを示す

特別な指導や支援を実施できる校内体制構築(事例)

発達障害の児童生徒への教育支援体制の整備のための
ガイドライン（H29改訂）

http://www.mext.go.jp/component/b_menu/shingi/toushin/__icsFiles/afieldfile/2016/01/26/1365657_02.pdf


新学習指導要領より

1. 個々の児童生徒の実態に合った指導支援を
組織的・継続的に

2. 特別支援学級・通級の指導は特別支援学校
のカリキュラムを参照。支援計画全員作成

3. 教科の困難さへの特別な指導・支援(合理的
配慮、基準の変更)

4. 心のバリアフリー、交流および共同学習

特別支援教育の理解から積極的実行へ



長澤研究室

Niigata Univ.-Nagasawa Labo.

特別支援教育・発達障害の情報

講演会の資料
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